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会  議  録 

日   時 
平成３１年３月１４日（木） 

午後３時５８分～午後５時２２分 
場   所 日新館 市民ホール 

会 議 名 【H29.8～H31.7期】第４回矢島まちづくり協議会（市長要請） 

出 席 者 別添 出席者一覧のとおり 

 

案 件 及 び 会 議 内 容 

開  会 

【相庭裕之市民サービス課長】 

大変、お疲れ様でございます。第４回矢島まちづくり協議会ということで、出席者については

資料の次第裏面の出席者名簿にありますとおりの出席となってございます。それでは、ただいま

より第４回の矢島まちづくり協議会、市長要請ということで開催させて頂きたいと思います。次

第により進めさせて頂きます。次第の１．会長あいさつであります。佐藤会長よろしくお願いし

ます。 

１．会長あいさつ 

【佐藤久美会長】 

   皆さん、ご苦労様でございます。今日は大変足下の悪い中ご出席頂きましてありがとうござい

ます。２月あまり雪が降らなくて良かったなあと思い、３月はそうもいかないだろうと思ってい

たところ、やはり雪が降って参りました。これももう少し辛抱すれば春が来るということで、今

後も気を付けながら過ごしていければなあと思っております。今日はご案内のとおりの議題でご

ざいますので、よろしくご審議のほどお願いいたしまして挨拶といたします。 

２．矢島総合支所長あいさつ 

  【相庭裕之市民サービス課長】  

   有り難うございました。続きまして矢島総合支所、清水支所長が、ご挨拶を申し上げます。 

  【清水隆司総合支所長】 

皆様、お疲れ様でございます。今日のまちづくり協議会は、市からの開催の要請ということで

お願いしまして、この会議を開催して頂きました。皆様には年度末の大変お忙しいところお集ま

り頂きましてありがとうございます。また、日頃から市の事業、地域の事業にご助言、ご支援を

頂いておりますことお礼申し上げます。今日の会議では、来年度平成３１年度の由利本荘市全体

の事業、矢島地域の主な事業や行事予定などを中心に説明させて頂きたいと思います。皆様方と

情報共有を図って参りたいと思っておりますのでよろしくお願い致します。この後、各課から説

明を致しますが、案件にないことでも構いませんので、色々とご教授頂ければと思っております

ので宜しくお願い致します。簡単ですが開会の挨拶に替えさせて頂きます。 

【相庭裕之市民サービス課長】 

そうすれば、３の協議に入らせて頂きますが、ここからの進行及び協議の説明等は座ったまま

で行いたいと思いますのでご了承下さい。ここから閉会までの進行は、会長よりお願いしたいと

思います。会長よろしくお願いします。 

３．協 議 

【佐藤久美会長】 

それでは早速ですが、協議に入らさせて頂きます。（１）の平成３１年度主要事業について
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（２）の平成３１年度矢島地域の主な行事予定（上半期）ということで通して説明を頂きたいと

思います。よろしくお願い致します。 

  （１）平成３１年度主要事業について 

【清水隆司総合支所長】 

 それでは（１）の①の由利本荘市全体主要事業について、資料１ついて市民サービス課長の方

から説明させて頂きます。②につきましては、各課の班長から説明させて頂きます。よろしくお

願いします。 

①由利本荘市全体主要事業について 

【相庭裕之市民サービス課長】 

 それでは皆様のところにお渡ししております、資料１に基づきまして、①の由利本荘市全体主

要事業について、説明致します。資料の１４ページから２３ページまで市全体の主要事業が掲載

されておりますが、この中から数点掻い摘まんで説明及び紹介致します。１４ページの６番コン

ビニ収納事業であります。平成３１年４月以降発行される市の税金、市県民税・固定資産税・国

民健康保険税・軽自動車税の納付書については、バーコードが記載されることになり、これまで

の金融機関のほかコンビニや郵便局でも納付することができるようになります。コンビニにおい

ては２４時間納付することができるようになります。ただし、コンビニ利用期限が記載されます

のでその期限が過ぎたものや４月以前に発行された納付書ではコンビニや郵便局で治めることは

できませんのでご注意ください。また、ヤフーアプリでの納付も可能になるとのことですが、詳

しくは市の広報４月１日号でお知らせすることになっておりますので、ご覧くださるようお願い

します。事業費で経常されている２２３万６千円は取り扱い手数料でございます。１７ページの

８８番水稲機械導入支援事業であります。農業関係の支援事業として、水稲関連に対する支援は

これまでは少なかったと思います。この事業は３１年度から新規に始まる事業で、上の８０番の

農業夢プラン事業や８２番の新規就農者経営開始支援事業、その他の国庫補助などの支援を受け

られない稲作農家に対する支援事業となります。田植え機やコンバインの導入経費について支援

するものです。現在補助要項などを作成中とのことでしたので、でき次第農家の皆さんへお示し

するものと思います。１９ページの１３１番由利本荘総合防災公園整備事業、昨年１０月にオー

プンしましたナイスアリーナの周辺施設整備に４億４千万円計上されております。ナイスアリー

ナはスポーツを中心とした多目的施設であると同時に、災害発生時には避難所として機能し市民

の安全・安心な暮らしを支える防災拠点とするため、その機能を充実させる事業であります。今

年度まではアリーナ本体と駐車場が整備されておりますが、平成３１年度は広域避難場所エリア

としての多目的広場、園内道路等の整備、照明灯設置などの周辺の整備が図られます。さらに翌

平成３２年度には県の総合防災訓練をこの地で行う予定となっております。関連として２０ペー

ジの１４０番危機管理課の総合防災公園アリーナ備蓄品整備事業による災害備蓄品の整備も行わ

れます。２０ページの一番上の１３２番羽後本荘駅周辺整備事業、平成３２年、２０２０年１０

月の供用開始に向けて、駅舎を併設した東西自由通路の本体工事に着手します。３１年度の事業

費は１０億９千４４６万円です。現在の駅舎は線路の西側にありますが、東口を整備し、東西を

自由通路で結ぶものであります。自由通路の全長は約５５メートル、巾は４メートル、東西それ

ぞれの出入り口にエレベーターを設け、車椅子や自転車も通行できるようになります。自転車は

押しての通行です。現在の駅の東西を歩いた場合は１０分以上かかっておりましたが、共用開始

後は５分程度になります。３１年度は仮駅舎への切り替えや自由通路の基礎工、駅東口広場の土

工などが行われます。２０ページの１４５番ドローン購入事業、現在消防本部では３１年度にド
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ローンを１台購入する事業があります。現在中古のドローンを１台所有しており、数人の消防職

員が操縦の訓練を行っております。実際に街中でドローンを飛ばすには１０時間以上の操縦経験

が必要ですが、その１０時間をクリアしている職員も数名いるとのことです。導入以降は、災害

現場の情報収集や火災原因調査、行方不明者の捜索など多方面で活躍するものと思います。最後

に、今日の資料には記載がございませんが、鳥海ダムの建設事業について 

昨年の１２月２０日にダムの目的や規模、工期、総事業費などを明記した基本計画を国土交通省

が告示しました。順調にまいりますと２０２２年に工事着手、２０２８年の完成予定となってい

るようです。現在、測量はほぼ終わっており、来年度からは用地買収の手続きに入ると伺ってお

ります。私からは協議の（１）の①由利本荘市全体主要事業の中から５点ほど選んでの説明と紹

介でございました。終わります。 

②矢島地域の主要事業について 

【清水隆司総合支所長】 

 そうすれば、続けて②矢島地域の主要事業について、各課から説明致します。 

【畑澤賢振興班長】 

 はい、市民サービス課の畑澤でございます。私の方からは資料の２番由利本荘市矢島地域の主

要事業にあります１ページ目市民サービス課分について説明致します。まず１番でございます。

地域づくり推進事業でございます。市全体としましては予算額２千６百万円の予算を計上してご

ざいます。矢島地域におきましては、別紙の資料平成３１年度地域づくり推進事業要望一覧をご

覧下さい。平成３０年度につきましては矢島地域全体で１８事業の要望がございました。補助要

望額と致しましては約５００万円でございました。平成３１年度につきましては、一覧表にあり

ますとおり全１５事業約４４０万円の要望がございます。差し引きですが３事業の減となってお

りますが、この３事業と申しますのは、当まちづくり協議会が実施致しました２事業と本年度由

利高原鉄道の矢島駅開業８０周年記念事業の３事業の減で１５事業となっております。現在こち

らの１５事業は決裁の手続き終えまして議決後にこちらの要望額を内示予定となっております。 

【田中順子市民サービス課課長補佐】 

 それでは市民福祉課の主要事業について、ご説明いたします。資料２ページの方になりますの

でご覧下さい。始めに１番の敬老会ですが平成３０年度は６月２日、矢島体育センターを会場と

して開催を予定しております。矢島地域の対象者は２月１５日現在ですが１千１１７人でありま

して当日の出席者が３８０名ほどを見込んでおります。事業費は１０３万２千円でございます。

なお平成３０年度から記念品の贈呈は参加者の方へと変更になっております。続きまして２番、

高齢者等施設修繕事業、７６万４千円でありますが１つ目、高齢者生活支援ハウス補修事業とし

ましては石油温風暖房機４台の交換修繕となっております。現在、生活支援ハウスには８台の石

油温風暖房機がありますが２８年度に、すでに４台を交換済みであります。２つ目の老人福祉セ

ンター寿康苑の補修事業でありますが浴槽加温熱交換一次配管の腐食の修繕及び男女の脱衣室の

床の劣化が進んでいる為、修繕を予定しております。３番、矢島斎場火葬炉等補修事業６３７万

２千円でありますが内容としまして定期的な補修であります台車ブロックの打ち替えや火葬炉の

レンガ部分の積み替え、さらに矢島斎場は平成１１年の開設から１９年経過していることから耐

用年数が過ぎています設備を交換修繕するものでありまして主なものとしましては炉制御盤、動

力制御盤のＰＬＣ、断熱扉の電動チェーンブロックであります。続いて４番、国保制度の変更に

ついてですが現在、市町村ごとに運営されている国保制度が平成３０年４月から秋田県も市町村

と共に国保運営を担うことが決まっております。運営の仕組みは変わりますが国保税の納付先や
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加入者の医療や届け出、申請などの窓口は引き続き市で行いますので変更はありません。５番、

軽度生活援助事業（除雪事業利用者負担）でございますが、現在無料である除雪作業の利用者負

担を平成３０年１０月作業分から利用者の市民税の課税状況に応じて１時間あたり非課税世帯１

００円、均等割課税のみ世帯２００円、課税世帯３００円、以上を徴収するものであります。こ

の事業の矢島地域での除雪作業の実績ですが平成２８年度は２，６４０時間、こちらに平成２９

年度１月末現在２千１８３時間とありますが、現在２月末現在の実績も出ておりまして今年度は

降雪量が多かった為３千２０３時間となっております。また、こちらで計算してます除雪作業以

外の軽度の利用者負担も改正になりまして現在の３０分５０円から除雪作業と同様に市民税の課

税状況に応じて１００円から３００円の負担となります。ただし、非課税世帯であれば１時間あ

たりの金額はこれまでと同額であります。６番の健康の駅事業でありますが、現在、矢島地域で

は高齢者等のふれあいサロンを実施している町内が多くある為、これらの会場が小規模健康の駅

として登録され地域コミュニティーの活性化になる様、働きかけを行っていきます。また、現

在、市内各地域でインターバル速歩事業が実施されておりますが、平成３０年１月から矢島地域

においても屋内運動広場にて実施されており、多くの方が参加されています。今後も引き続き支

援等を行いながら住民の健康増進に寄与して参ります。以上で市民福祉課の説明を終わります。 

【黒木浩二産業課参事】 

 続きまして、産業課の主要事業についてご説明いたします。ページは資料２の３ページから６

ページとなります。ナンバー１からナンバー２１まで産業課の主要事業となります。私からは農

林水産関係の事業につきまして主なものにつきましてご説明いたします。まず、ナンバー７の畜

産・酪農収益強化総合対策基金等事業についてです。こちらは農事組合法人花立牧場組合が現在

の畜産センターの近くに国庫補助事業により牛舎を建設する事業となります。事業主体は由利地

域クラスター協議会となっており、法人を主体として、県や市ＪＡなどで構成する組織でありま

す。今年度は畜舎建設工事を実施し３１年度中には完成する予定であります。総事業費が４億９

千７２３万３千円となっております。次にナンバー９の県営担い手育成基盤整備事業についてで

す。こちらは小板戸地区が実施予定のほ場整備事業となります。３１年度は平成３２年度の事業

採択に向けての調査事業や事業計画等の作成等の事業が実施されます。事業主体は県となってお

り、本年度事業費といたしましては７０３万３千円を計上しております。次にナンバー１０の県

営農村地域防災減災事業についてです。こちらは立石堰の用排水施設整備事業であります。こち

らも事業主体は県となります。事業期間は平成３２年度までとなっており、３１年度は水路工事

を実施いたします。総事業費が４千３００万円となっております。次にナンバー１５の県営林業

専用道木在線整備事業についてです。こちらは立石字矢留森を起点としまして、木在字名高まで

の林道を整備するものであります。３１年度で事業完了となる予定であり、３１年度は施工延長

９４８メートルを整備するものであり、事業費は４千２００万円となりますが、市の負担として

は７百万円となります。次にナンバー１６の予防治山事業沢内地区であります。こちらは、沢内

地区で継続して行われている県営治山事業であります。事業期間については資料では平成３２年

度までとなっておりますが、平成３１年度までとなりますので、訂正してお詫びいたします。以

上、農林水産関係の説明を終わります。引き続き、商工観光関係につきまして産業課の佐藤補佐

より説明いたします。 

【佐藤徳和産業課課長補佐】 

 続きまして、私の方からは１７番から２１番までの商工観光班の件につきまして、ご説明させ

て頂きます。はじめに１８番の矢島スキー場修繕事業でございます。こちらの予算額の方が２千
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５６６万円となってございます。こちらの方はリフトやナイター設備等の多種目のスキー場の装

置・設備等の修繕計画・年度計画を立てまして行っている事業でございます。来年度の事業でご

ざいますが、リフト支柱の塗装とリフトの索受装置の交換、同じくリフト支柱のセンター傾き調

整を行う予定としております。また、クワットリフトの制御盤の修繕も開始以来行っておりませ

んので、不具合の出ている部品等の交換をしたいと考えているところでございます。索受け装置

というものをあまりお聞きしたことがないと思いますが、これは、リフトの各支柱に車輪のよう

なものが付いておりまして、ワイヤーを引っ張る装置ですが、開始以来１３年間手を付けておら

ないことから、来年度交換するものでございます。続きまして１９番サイクルロードレース大会

補助金でございます。こちらの方は今年度と同じ１５０万円ということでございます。第３３回

となります矢島カップマウント鳥海バイシクルクラシックでございますが、皆様方からのご協力

を頂きまして来年度で３３回目の大会を迎えることとなります。７月２７日土曜日につきまして

はタイムトライアル、７月２８日日曜日につきましてはヒルクライムといって祓川までの山登り

のレースとなります。昨年の参加者でございますが、備考欄にございますが、タイムトライアル

が３６２人、ヒルクライムが８７６人で若干ですが少しずつ少なくなっているという状況です。

そこで、どのようなことをやったらいいかということを検討しまして、来年の大会からクライム

ジャパンシリーズといいまして再来年度富士山で行われる富士ヒルクライムへの優先出走権を頂

ける大会に登録したということでございます。この大会に参加しようとする新規の参加者の開拓

を進めて行きたいと考えているところでございます。また１月にはご協力頂いているスポンサー

への訪問など致しまして、来年度も引き続きご協力を頂けるという確約を頂いておるところでご

ざいます。この大会は皆様からのご協力がなければ成り立たない大会でございますので、来年度

もよろしくお願いしたいと思います。続きまして２１番の簡易宿泊施設整備事業でございます。

こちらの方につきましては、花立にありますミルジー前の草原コテージ、昔のテニスコートの上

にあります展望コテージの２棟ずつを屋根の塗装と外壁の補修というような形で考えてございま

す。こちらの方も３年間の年次計画を立てまして行っている事業でございます。本年度も実施し

ておりますので、２年目の事業となります。産業課からは以上となります。 

【齊藤政樹建設課参事】 

 続きまして建設課所管の事業を説明いたします。資料の方７ページをご覧下さい。建設課の主

要事業１番から市道猿倉花立線復旧事業、来年度の事業費として繰越事業費として１億５千万円

で道路の復旧工事を行います。また右側の方に３１年度供用開始予定とありますけれども、出来

るだけ早期に完成を目指すということで、計画としては秋頃までには供用開始したいなというこ

とで計画いたしております。２番については市道祓川線道路拡幅事業です。これは全体で５工区

予定しているうちの２工区目になります。場所としては祓川の第２駐車場の手前の急カーブの部

分の拡幅を行います。次の年は、順次別の工区という形で全体の工区を完成させる予定でおりま

す。次３番、公営住宅改修事業、来年度は栩木田住宅それから、それ以降山寺南、大川原という

形で鉄筋コンクリートの住宅を改修して長寿命化するための事業を継続して行っていく計画であ

ります。次４番、元町、荒沢地区の農業集落排水を公共下水道として矢島浄化センターに統合す

るための事業です。これについては、３２年度以降の工事という形になります。５番は川辺、木

在地区農業集落排水事業、これは条件的に公共下水に接続できないというものを単独で農業集落

排水として残すといった事業で、そのための整備で平成３３年度工事着手を目指しているところ

でございます。６番と７番については、それぞれ市全体として揚がっている助成事業で、６番の

住宅リフォーム資金助成事業、７番は浄化槽設置整備事業ということで行っております。住宅リ
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フォームについては、矢島地域では全体の約１割ぐらいの活用がございました。本年もそれぐら

いを予定しております。８番については、下水道とそれから農業集落排水の特別会計を企業会計

に移すための事業となっております。平成３２年４月に企業会計に移すというようなことで進め

ております。建設課からは以上です。 

【佐藤陽一教育学習課班長】 

 私の方からは由利本荘市教育委員会の関係についてご説明させて頂きます。資料は８ページに

なります。矢島体育センター管理業務委託です。予算額は２９４万７千円でございます。こちら

は矢島体育センターの管理を終日シルバー人材センターに委託するものでございます。こちら

は、これまで日中の管理につきまして臨時職員が業務を行っておりましたが、臨時職員の定年退

職によりまして、終日外部委託になるものでございます。それから次ですけれども、史跡佐藤楨

卿先生の墓整備事業補助でございます。佐藤楨卿先生の墓につきましては、由利本荘市の指定の

史跡になってございます。場所は新荘地内にございます。予算額は５３万６千円。老朽化した屋

根の改修に係る経費の補助するものでございます。事業費は１０７万１千４８７円の２分の１の

補助となってございます。３番目、矢島小学校通学支援事業費でございます。予算額が９４万１

千円でございます。由利高原鉄道および羽後交通バスを利用して遠距離通学する小学生児童１年

生から６年生に対して定期券を交付する事業でございます。羽後交通バスが２３名、由利高原鉄

道が５名でございます。４番目、児童・生徒就学援助事業でございます。こちらは要保護、準要

保護世帯の児童・生徒に対して就学に必要な費用を援助するものでございます。続いて５点目学

ぶん・チャレンジプログラムツアーでございます。こちらは市内１４小学校の３年生が由利高原

鉄道で「まいーれ」等、沿線の施設を見学し、地域に対する理解を深めてもらう事業でございま

す。平成３０年度からの事業でございます。矢島地域関連では、矢島駅の見学を実施してござい

ます。こちらは学校教育課主管の事業でございます。６番目、放課後子ども教室事業でございま

す。こちらは、放課後や週末に小学校の余裕教室等を活用して、地域の方々が教育活動のサポー

ターとして、体験活動や学習活動等に取り組む事業でございます。本課の予算となっておりま

す。次のページ９ページをご覧ください。７番目チャレンジデー２０１９でございます。こちら

は日常的なスポーツの習慣化にむけた住民の健康づくり、地域の活性化を目的とした住民参加型

のイベントとなってございます。毎年５月の最終水曜日に行われています。今年は５月２９日水

曜日の実施の予定となっております。対戦相手につきましては平成３１年度山梨県甲斐市との対

戦となってございます。甲斐市につきましては平成２６年度に既に対戦をしておりますが、前回

は惜しくも破れております。今回はリベンジという形になりますのでよろしくお願いします。そ

れから８点目です。ちびっこハリキリマウンテンにつきまして予算額は４万円でございます。こ

ちらは恒例事業になってございまして今年は８月１１日山の日に実施するものでございます。小

学校６年生を対象に地域の誇れる雄大な鳥海山に登り、自然の豊かさを体験してもらう事業でご

ざいます。９点目でございます。第１０回市民スキー大会でございます。予算額は２５万円を計

上してございます。こちらは恒例の事業となってございまして、１０回目となってございます。

２月の下旬の実施予定となってございます。１０点目、第１５回矢島産業文化祭、第３４回やし

ま芸能発表会でございます。予算額が１４万６千円でございます。日新館・屋内運動広場で実施

しております。平成３１年度は１０月の下旬予定でございますけれども１０月２６日土曜日、２

７日日曜日の実施の予定となってございます。１１点目スポーツ関連主催事業でございます。予

算額は７万６千円でございます。こちらは、子ども基礎スキー教室、ヨーガ教室、こども水泳教

室、ウオーキング交流会、ニュースポーツ交流会の事業を予定してございます。住民の皆様に楽
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しんで頂けるスポーツ関連事業していきたいと思いますので、皆様にも是非ご参加頂きますよう

お願いいたします。１２点目、生涯学習開催費でございます。２７万１千円の予算でございま

す。歴史講座温故会、古文書解読初歩講座、ふるさと歴史講座の歴史講座のほか、グリーンアレ

ンジ教室、平成３０年度から新規に始めましたシニア向け教室、その他でございます。シニア向

け教室におきましては今年度スマートフォン教室ということで６０歳以上を対象といたしまして

操作方法などについて講座を開いてございます。こちらも住民の皆さんが楽しんで頂けるような

生涯学習を開催していきたいと考えております。１３点目、郷土資料館運営費でございます。予

算額が２５９万４千円を予定してございます。こちらの方、予算が多くなっておりますのは、資

料館に勤務する臨時職員の人件費でございます。人件費が主なものでございます。貴重な歴史や

民族の資料を収集保存しております。今現在につきましては、雛街道に関連しましてお雛様の展

示をしてございます。江戸時代から大切にしてきました雛人形を展示してございますので足をお

運び頂きたいと思います。そのほか年間４回ぐらいの企画展を実施してございますので一度足を

運んで頂きたいと思います。教育委員会関連の事業は以上でございます。 

【本多由美子南部地域包括支援センター班長】 

 南部地域包括支援センターの主要事業について説明いたします。資料の方は１０から１１ペー

ジをご覧下さい。主な主要事業として７つ記載しておりますが４事業を説明させていただきま

す。記載しております平成３１年度事業費は本課全体の予算額となっておりますのでご了承くだ

さい。はじめに１番の介護予防・日常生活支援事業について説明します。地域包括支援センター

の一番の主要事業は高齢者総合相談であります。昨年度の相談件数は市全体で５千件以上ありま

した。うち、南部地域包括支援センターでは２千７９件対応しております。ちなみに今年度は昨

年を上回り１月末現在で２千５８件の相談がありました。平均しますと月に２００件以上の相談

に応じ支援している状況にあります。次に、３番の地域ミニディサービス活動支援事業について

説明します。この事業は町内の集会施設などを利用して、町内会単位で自主的に高齢者が気軽に

集う活動に交付金を支援するものであります。３１年度も新規開始を５町内見込んで予算を計上

しております。３０年度の市全体の申請町内数は３７町内ありました。矢島地域は水上・大川

原・坂ノ下・上新荘・中屋敷の５町内に加え、今年度は新たに小板戸と山寺町内会が申請され自

主的に活動しております。平成３１年度も引き続き新たな町内会で展開して頂き、南部地域包括

支援センターではその後方支援して参りたいと考えております。続きまして、４番の認知症総合

支援事業について説明します。地域包括支援センターでは認知症になっても、できるだけ住み慣

れた地域で安心して暮らし続ける事ができるよう、さまざまな認知症施策に取り組んでおりま

す。事業内容の３段目、認知症カフェ運営補助金は、認知症の人やその家族、が気軽に集い、認

知症の介護に関する専門職と交流や情報交換すること事を目的とした認知症カフェの開設を支援

するもので３１年度の新規開始は４ヵ所を見込み、各地域で開設できるように力を入れている事

業であります。今年度のカフェの運営状況は本荘地域で３ヵ所・大内地域で２ヵ所・岩城地域で

１ヶ所の計６ヵ所で運営しております。残念ながら、南部地域では申請者がいなかったため、南

部地域包括支援センターが主催し１１月３０日に矢島駅の２階を会場に駅ナカカフェと題し開催

したところ、参加者は２３人で大変好評でありました。２月には参加者の多かった家中地域で城

下町サロンを開催し、地域の方からは、今後もこのような集まりがあればいいと嬉しい声を頂い

ております。３１年度も継続して取り組んで参ります。次に６番の介護予防教室事業について説

明します。活動的な高齢者を対象に生活機能の維持・向上に向けた介護予防教室を開催するもの

です。３１年度の新たな教室は、認知症の前段階であるＭＣＩの方々の認知機能の維持・向上に
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役立つ運動として注目されてるコグニサイズの教室と、健康と要介護の中間の虚弱な状態である

方を対象としたフレイル教室を開催し、介護予防の推進に取り組みます。また、一般介護予防教

室は高齢者の集いの場が不足している町内をピックアップし介護予防のための教室や講話を実施

するもので南部包括支援センターでも開催いたします。南部地域包括支援センターは３１年度

も、市民の皆さんが集う地域の行事等に参加させていただき、顔の見える関係をつくり、困った

時には包括に相談できる体制を作ることと、助け合いのある地域づくりの支援をして参りますの

で、よろしくお願いします。南部包括支援センターからは以上の説明となります。 

【佐藤久美会長】 

 はい、有り難うございました。ただ今、市全体の事業と矢島地域の主要事業ということで説明

を頂きました。皆さんから何か質問とかございますか。 

【Ａ委員】 

 振興建設部会のＡです。協議案件の平成３１年度主要事業から少し離れてもよろしいでしょう

か。昨年の１月に矢島地域学校環境を考える集いというのが行われております。今、小学校の老

朽化がありまして、建設場所そういったものについて、グループ討議形式で行われましたけれど

も、いろんな意見が出されております。その後、その問題についても進捗があまり公には話され

ていない状況と思います。そのため、私個人としても矢島の住民としてどうなっているのかな

と、心配で気になっているところです。まず一つは、今一度耐久年数は何年までで、現状の建設

予定はいつごろなのかなということと、現在どのような検討をしているのか、今後どのように進

んでいくのかというあたりをお話しできる範囲内で構いませんので、教えてもらいたいと思いま

す。 

【佐藤久美会長】 

 はい、教育学習課長。お願いします。 

【三浦由美子教育学習課長】 

 今頂きました質問にお答えいたしまけれども、小学校は築４５年を経過しておりまして、耐震

の修繕を行ったのが平成２２年、平成２３年ということで、それが保つのが１０年ぐらいという

ことですので、３３年、３４年ぐらいがリミットかなというところで考えております。それに向

けて改築するということで、皆さんのご意見を伺ったり、協議しているところなんですけれど

も、現在、現状としてお話できるとすれば、去年の５月から教育委員会という毎月定例会がある

んですけれども、その定例会の前や終わった後に教育委員の方々、教育長を含め５人の方と協議

する時間を設けて協議などもして参りました。その中で矢島に住んでいる方達の中の意見がほぼ

どちらと言えるような、はっきりとした数字が出ていないということと、やはり思いを持ってい

る方達の意見も無礙には出来ないし、だからといって教育的な慣用というところも考えていかな

ければならないということで、なかなか進まないような状態というところです。教育委員会各課

で、災害に対しての耐性はどうなんだろうということで、ハザードマップが新しく制定されるよ

うだとういうことでそれを待っている状態で協議の方もストップしております。これからのこと

なんですけれども、そういった状況もある上に、３２年度から総合計画の創造ビジョンの後期計

画を３１年度策定することになっていて、小学校の改築も今後どのように計画を立てて進めてい

くかを検討しなければいけないという段階に入っております。私としては本年度中に住民の皆様

に改築場所を示すことができればよかったんですけれども、教育委員会の中でなかなか進まない

というのもございまして現在に至るまで皆様にお話することができない状況におります。ただ、

場所が決まれば、３１年度の補正で対応することを財政からもお墨付きを頂いているようですの
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でこのようなお答えで皆様にお許しを頂けるかわかりませんが、そういうふうに進めているとい

うことでご了承を頂きたいと思います。 

【佐藤久美会長】 

Ａ委員よろしいですか。 

【Ａ委員】 

 いずれ建設はして頂きたいなと思います。矢島の住民として思っています。ずるずる行くと、

矢島地域に小学校が無くなるという可能性もありますので、今まで以上に力を入れて進めて頂け

ればと思います。 

【三浦由美子教育学習課長】 

 そのように働きかけて行きたいと思います。 

【佐藤久美会長】 

 支所長。これに対して補足ございませんか。 

【清水隆司総合支所長】 

 補足は特に無いですけれども、皆さん、気に掛けていることだと思いますので、なるべく早く

結論を出して頂くような形で、私の方からも働きかけをしていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

【佐藤久美会長】 

 住民の声を待っているだけでは、出てこないと思いますので、積極的に声を汲み上げるような

体制を造って頂いて周年事業も何年後かに迫っているので、新しいところで周年事業がやれるよ

うにして頂きたいと私も思います。ほかにございませんでしょうか。何でもいいと思います。 

（２）平成３１年度矢島地域の主な行事予定（上半期）について 

  【佐藤久美会長】 

無いようですので、（２）の行事予定に移ります。事務局より説明お願いします。 

【佐藤昌司市民サービス課参事】 

 はい、そうすれば、平成３１年度の矢島地域の主な行事予定（上半期）ということで、資料の

３で説明したいと思います。４月から申し上げますが６日土曜日、矢島高校の入学式、午前中、

午後から矢島中学校の入学式がございます。７日、３月２９日に告示になる秋田県議会議員一般

選挙が執行されます。それから９日、火曜日ですけれども矢島小学校の入学式が開催されます。

ずっと下の方にいきまして４月の２６日、金曜日には鳥海山の山開きが開催されまして、この日

から祓川線が開通になります。５月になります。先ほど教育学習課から説明ありました２９日、

チャレンジデー２０１９イン由利本荘ということで、対戦相手が山梨県甲斐市といことで決まっ

たようでございます。続いて６月です。１日土曜日、矢島地域敬老会が体育センターの方で開催

されます。２３日、矢島分団の消防訓練大会が開催される予定となっております。それから裏面

に参りまして、７月になります。７日日曜日には市の消防訓練大会がございます。２１日日曜日

には参議院議員通常選挙が執行される予定となっております。７月の２７、２８日は先程、説明

ありました第３３回マウント鳥海バイシクルクラシックがございます。８月に参りまして８月の

１１日日曜日には鳥海山の遊登山、ちびっこハリキリマウンテンが開催されます。９月に入りま

して７日、８日が八朔祭りということで７日が宵宮、８日が本祭となります。下半期の予定は９

月末にお知らせしますが、近々の予定としては、下の方に書いております、１０月２６日、２７

日矢島産業文化祭が決まっている行事予定となっておりますので宜しくお願いします。以上でご

ざいます。 
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【佐藤久美会長】 

はい、有り難うございました。この行事予定について何かご質問ございますか。 

【Ｂ委員】 

 質問ということではございませんが、由利高原鉄道からの周知ということで、５月３、４、

５、６日厚生労働省からの協力依頼ということで、毎年やっておりますけれども小学生以下は無

料乗車できます。小学生までは無料ということでやっております。周知ということでよろしくお

願いします。 

【佐藤久美会長】 

 はい、ありがとうございました。ほかにございませんか。なければ、協議の方は終わってよろ

しいでしょうか。（はい。の声）では、４の報告に移らさせて頂きます。 

４．報 告 

 （１）地域づくり推進事業の決算報告について 

  ①矢島地域独身者の出会いの場創出事業 

【佐藤久美会長】 

（１）地域づくり推進事業の決算報告について説明願います。 

【佐藤昌司市民サービス課参事】 

 はい、４の報告事項の（１）地域づくり推進事業の決算報告についてということで資料の４に

なります。はじめに①矢島地域独身者の出会いの場創出事業の決算をご報告申し上げます。この

事業につきましては、題名のとおり独身者の出会いの場の創出をするということで、振興建設部

会が主となってやった事業でございますが、計画ではフットパス蕎麦打ちコン７月、バーベキュ

ー星空コン９月、２月にほろ酔い酒蔵コンを計画しておりましたが、残念ながら２月のほろ酔い

酒蔵コンにつきましては、参加者少数のため催行中止とさせて頂きました。ここに書いてありま

す、決算額のうちフットパス蕎麦打ちコンに掛かった経費が１８万３千８６円でございます。そ

れとバーベキュー星空コンに掛かった経費が２３万１千３２２円。催行中止になりましたほろ酔

い酒蔵コンにつきましては、ポスター、チラシの経費が掛かっておりますので、こちらが、３千

９２５円ということで、トータルで４１万８千３３３円の決算でございました。参加状況でござ

いますが、フットパス蕎麦打ちコンにつきましては、男性が１５名、女性が９名、合計２４名で

ございました。バーベキュー星空コンにつきましては、男性が１４名、女性が７名、合計２１名

ということでございました。次のページには収支決算をのせてございます。４１万８千３３３円

の決算額のうち補助対象経費が２９万６千１４７円ということで、補助対象経費の７５パーセン

ト、２２万１千円を補助金で頂いたという決算になっております。当初は７０万円の事業費で３

５万円の補助見込みでございましたが、決算をしまして２２万１千円の補助という結果となって

おります。それから参考に、フットパス蕎麦打ちコンを実施した時のアンケートの結果、それか

らバーベキュー星空コンのアンケートの結果を載せてございましたので後程、ご覧頂きたいと思

います。続きまして、②矢島地域観光情報冊子等作成事業でございます。こちらは産業部会が主

体となってやった事業でございます。実績の方で１０万円ということでございますが、見込みと

いうことでございます。１０万円で決算をうつという予定でございます。裏面をご覧頂きたいと

思いますが、内容が観光情報冊子の作成の謝金が１万５千７６０円、パンフレット印刷代という

ことで８万４千２４０円。トータル１０万円の決算でございます。このうち協賛金が２３のお

店、企業様から３千円ずつ協賛頂きまして６万９千円、補助対象経費５万７千８８０円の７５パ

ーセントの補助を頂けるのですが当初予定していた３万１千円が補助金ということで１０万円の
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決算となっております。参考までにどのようなパンフレットになるのかというものを添付してお

りますので、実際はＡ３ですが、Ａ４に縮小したものです。これを折りたたんでポケットサイズ

になるようでございます。見てわかるように協賛して頂いたお店、企業様が表面にございまして

裏面が矢島のイラストマップ、観光名所、見所を説明しているパンフレットになっております。

まだ納品なっておりませんで、納品になってから支払いし、決算をうって実績報告という形にな

ります。今年度中、３月の終わりに実績報告したいと考えております。以上でございます。 

【佐藤久美会長】 

 はい、有り難うございました。決算報告についてご質問ございますか。このマップの活用方法

についてどうなりますか。 

【黒木浩二産業課参事】 

 こちらのマップにつきましては、４千部印刷するということでございます。協賛いただきまし

た商店、企業様に何部かお渡しすることと、矢島の駅や公共施設に置いてもらうとかそういった

感じで矢島に観光に訪れた方に見所を案内できる形で、案内をできる商店さんや企業様に置かせ

て頂きたいと考えております。 

【佐藤久美会長】 

 はい、有り難うございました。有効に活用して頂けるようにお願いします。他に、ございませ

んか。無いようですのでその他に入ります。 

３．その他 

【佐藤久美会長】 

 その他について、事務局からお願いします。 

【佐藤昌司市民サービス課参事】 

 まちづくり協議会、今回は市長要請ということでございましたが、今後のまちづくり協議会の

活動予定について説明したいと思います。皆様の任期が７月一杯ということで、それまでに全体

会を１度開催したいと考えております。これまで実践活動をしてきましたことのまとめの報告を

したいと考えております。今後各部会を数回開催して頂いて、実践のまとめ、或いは、その実践

に基づいた市に提言があれば提言して頂くというものを、各部会でまとめて頂きたいと考えてお

ります。７月には自主開催の全体会を開いて報告するという形にしたいと思っておりますのでよ

ろしくお願いします。それからもう１点なのですが、本庁の総合政策課からのお願いですが、年

明け前だったと思いますが、皆様にアンケート調査がいっているはずなのですが、回収率が非常

に悪いといことで、もしアンケート調査の回答を提出していない方がおりましたら、まだ受付し

ているということでしたので、提出して頂きたいというお願いです。もしアンケート調査の用紙

を無くしたという方がございましたら連絡をいただければ、取り寄せいたします。以上です。 

【佐藤久美会長】 

 はい。我々の任期は７月末まででございますが、今説明ありましたとおり、この２年間のまと

めということで、各部会でまとめて全体会を開くということになろうと思いますので、よろしく

お願いします。それからアンケートの件ですが、なかなか取っつきにくい内容だったとおもいま

すが、あまり深く考えないでというとおかしいですが、まちのことを考えて思ったことを書いて

もらえればいいのかなと思いますので、まだ、出していない方は、出して頂くようにお願いいた

します。書けるところだけでも書いて出して頂くように私からもお願いいたします。ほかに。 

【Ｃ委員】 

 今回の補助事業について、また来年度あるということですか。 
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【佐藤昌司市民サービス課参事】 

 先ほど、地域づくり推進事業要望一覧をご覧になったと思いますが、平成３１年度矢島まちづ

くり協議会としては、要望しておりませんので、事業としては行わないということです。 

【Ｃ委員】 

 今回、観光情報冊子４千部つくりましたけれども、４千部ということですと多いと思っており

ましたけれども、協賛もらった方が２３件あります。均等に渡しても２００部もいかないですよ

ね。ですから駅の方にどっとやると、いくらもなくなるわけです。どういう値段でできるか、ま

ったく判らなかったもんですから、数量も多くできなかったわけです。４千部だとすぐ無くなる

と思うわけです。また、追加という要望があると思います。今後どう対応するのか。 

【佐藤昌司市民サービス課参事】 

 そういった部分も含めて、７月までの間の部会の中で、部数が足りないんじゃないかというの

をご提案頂いて、市の予算でお願いするとかそういった要望も、まちづくり協議会から提案して

頂ければと思います。すぐに平成３１年度対応できるかできないか判りませんが、そういった要

望も含めて、これから部会を開いてまとめてもらいたいと思います。 

【佐藤久美会長】 

 全体で他になければ。 

【小番竜太郎建設課長】 

 お知らせいたします。県道ですけれども、荒沢からスキー場方面に向かう矢島仁賀保舘合線と

いう県道があります。こちらの方から登って行って針ヶ岡の峠を越えて下って橋を過ぎてからで

すけど左側にチェーン脱着所があるかと思いますが、そこの反対側の斜面、転作田があって荒沢

川があって斜面がありますけれども、その斜面が昨日、大きく崩れました。ということで、道路

でも達しておりませんし、荒沢川も完全に埋塞しているわけではございませんが、なお崩れた土

砂の更なる崩落が十分ありえるということで本日の午後５時から３月３１日まで通行止めを掛け

るようです。県の方で。迂回路としては、熊之子沢に登って行って、また、降りる道、通学路と

称しておりますが、そちらがありますので、１０トン程度の大型車までは、そちらの方の迂回路

を使うようなかたちになろうかと思います。なお、とりあえず３月３１日ともうしましたけれど

も、土の方が動いているようであれば、やはりそれより長く通行止めが掛かるであろうと。斜面

の復旧ということであれば、相当期間長い間、通行止めが想定されます。とりあえず３月３１日

まで期間を区切って通行止めをするようです。 

閉  会 

【佐藤久美会長】 

ほかに、ございませんね。それでは、これで第４回のまちづくり協議会を閉じさせて頂きま

す。本当に、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 


